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そ｡作用につVlそ曙 義盛は夢に軒 の触 挙行つ

･'て爽た･その一部は既に哉表したのであるが (啓 一
川'恐永'印刷中)劫にはそれと同じ主旨にしたがっ

て,甘 さクt,ン CIO耳8及びノう5'.チ.クp-ルペシ､ ･ L～ . ./ヽ
ー＼ゼ:,′C6I.Cl21と'につい/,C特に詳細に研究を行 Ll l
IIvu'この二位広廃剤のガス体でめ毒性の比校を行-

.し つた･従東とのような研究咽 巌 痛 用時間をC,
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～ --Jlがどんなに泣化ずるかについても朋かにしよう

シ了キした･府近わが国では･'こ鵜 爾違碩 剤はダ

小 .?,体肇 通 如 巨 用いられJ7再 極 ･如 点準

剤とL{-て用い擁 る僧が拳頑 ･I･しかも｢これらq,

I..J

′'Bi虫長野す纏 鹿 野甲種 去声如 'も･鞘
･ 剤と-しての効束と忌避剤とlイこ,の効果とを混同す

,ーる野合さえあっ準･.率 は車?たl(:麺 作甲につ
､いては航れす,Iもつはら殺虫力及びその作用の争

につbて油じたのである･, l′∫ ､＼
木研究は喝和19年4月より8月吟わ牢って文部

､省自然科笹研究攻の一部に与一って行,2たも甲であ

る･羊こに記して感東平琴を表したい･ `

･(,_ ,:/2･･更 '駿/材 料 一′
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の庫虫屯も材料として用いたが,'Eれは野外のフ/I

したものである･一 ! , /I

れtt轡 や撃琴苧轡 硝 化撃 幣 ものであbILた∴ r '!,
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= ′膏 ,.3･野於丁方気高 ∴十
要駿方法は第1報に述べたのと殆ど同校である:′ i

上面が盗り合せの望,となった内容琉5.8｢5.61)ツ＼

r/,L7,在任18･.75cm眉 さ20C甲のダラス製綿 符

を轄誼塁占した･容器のmll壁中央部YCある小孔に.～

41ゴ'摘 録 あ,I-tれに内角4T,nt内外の ガラス ,I

管を通した. これにゴム管をつなぎ,それをt{ン
＼ ｡ヽ

チコックや空く来密やLはさみ･ー外来との迎柏をた

端 表芸芸荒 芸轟 蒜 鍔 3'
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った･ ･1. 1 ㌧ ､ I L L

′諾 買･Z等 急冨誓 言轟 蒜 賢 ! ･＼
まつ準ゝLさて如 '卵 4時間以約 位重な偶作だ ･

瀬 を由雄そ隼ぞ恒 oGづ碑 の弼準 離 陸 占1

一取り出しiこれを側壁の小孔のゴム管を通して円

･部のLガス由漏れ出るこ､とゐ率いよ､ぅk悠試虫内にI＼
i投入した･･,こあガラス容器を一定温度YCJm節し準､1ヽ

如 雨 読 畔 鞭 牢 や 間断 れ字鵬 虫やゝ

＼一 t
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ら取出しや 直も特筆死を隼雄叫iに甲べた･を 1′
ム後ここれを上下南端を布で患.i-ったが ス製筒に.■

48時間後に至づてそれぞれ生死の別を調べ袴.I＼

∫
行し,括&'1る完全な生存個体.
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ら.畔 常長困難を感じた開通で巌 ∴何壷以て生･qL

i-L̀,,.早死とす声埴 不分明であ■る･'iこで鹿追､い ノ

去れ字夷の四卵 叩 けて轡 長 さうれ 卑･･･
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I .サ どんな坤 戟ti.T畢まつ準.く動極 さあ･:I
●儲剤d恐盟はなるべぐ⊥定の差で晃進す,8よう
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章 ノア 芸詣 三悪芸認 諾 笥 蒜 岩 芸事∴

･11- る'･.t･,脚や抑 掩 とを症壁的にまた緩くか ∴

屈 すよう･略し,賢験上?誤差むさくする･ように'5-､･

･めた1.･､′ '
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I ､ ･＼4.:ガス濃度と死亡*･∴ ～
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ヾ つて調べたのであるが/いづ巌 )場合たも･まった

.く葦軸組k'L左か義封繭で伊野讐死虫･∴十 が見られたから･L兵々?賢駿結果 やゝら琴亡率 を簸′ i.I～-i!

一出するにあた?てなAbbot~の式にようて修正を行 ,-

二 つ77.くl後に学べるきぅ隼死亡率融 漆 改め適 良一
I J間によって著しい異化を示すから,煙茶ガスの虫､･

･ 華 .VC琴海 こ劾鮎 痛 極 る,に遥疹 って,嘩 卑よ･
1 - ∵･少取出し直後の綾羽にj:･る由と24時臥 48･時間 ＼

'､ ,･又は数日後の死亡率によってするやとでは結果 ･

に於で著しい盛を宜するやも知れない.その理由 ._∫

は後に連木ることとし7:.,仮にをこ壷 48時間後､'Jy
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の死亡率のみによ73-てガろ?効果を評僻耳もこと ･l＼

'とするL･ガ窄)平政 単位容臥 EP,91立に封す,､
･る薬品の Pgr数で表した･兵った.b･スの効垂をI.＼<I
比較するには1立あた少の＼mgr.分千畳敷をも_許 ･
HLた場各もあろ∴ /,I " -, I

-･ ._
方死虫と生存虫との区別は前苛に迎べた四E那苗に轟け

三% L空?(?,書誌 遺 言で荒 監 !4)L=慧 空完∴■

亡率は伊と(4)の全虫矧こ甲する百分率であるIMAbbot､によれば･融謀として処rBをしな中った区の

生存虫の百分率をⅩ･勉塵をL_た区の生存虫申百分野草
Yとすが手は'処理区の死亡率は次の式によって表わき

れると冒う:一 半 .xlOO (Abbot,19255

警 監 禁p野 蒜 浩 等三拝 クロール'
` ノ 1I

i＼

l
㌔

ノ

■

,-

pEA

1､/･′ノいろいろなガス濃度に封す
る煤蒸宝から取出し･L br′

4L8芸 慧 驚 芸 冨:5%1,等 2警Z.薪 諾 ･芸芸 ,(.言

合は J1579･17･6oC,20oq,.25oC,･.8-3oC とそ･†ぺ｣■

れぞれ別乍に, しかも_eち如 ,ガスの場繭 も ,･

･即 # =25碗 p･を作用さ品 辱豪 率十 ､言

･､250q占330Cの時.には雌雄別亘に死亡率を示した.I,_,1ヽ̀
∴中れの盛雄 も,画 聖 - 4,軸 に車 :
-て死亡率庄増長L滴 る濃鹿に/Jた-つて略'LIO0% .㌔∴㌧
一に近い笹を示すkJlたらていも･:もうとも軍政回､ .

し敬の多い･主よotの感茶の場合につ隼 おしく鬼る■.
ーこととしよう･,この質験では大体同じガス潰庄た. . ''

つい{･2回～4面'0線ほしを行?たのであるが,言
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互の問Vとは相常大きla死亡率の差が見出

たとえk _p..D..B:㌫ 1._G'mg/Lの取の死

亡率などは, しい場合であって,4回のTf

甲の粘 値繭,･65才ある隼 その中 の衷 率
は0%から94･甲%までも振れているのである･'

＼ノ

∴は帽 様な傾向が見られる?であらて 0･8mg/LII/

の感の死亡率は8回のTf助の響句が61･33%であ＼
るか,Tf際には23･1%から-87･2% までも撮れて/･

い去･一:この拡れの帽は槙準偏差脊梁異係数によっ■●
て示せばよい0-だらうが,.2.回から4回までぐら

vl'd符駿ではそれも出来なしか■き,仰咋 中 卒の

放大と最小わ億に･よ?て示して見よう･経晃は軍

丁 .8望及-J:第9攻めよ~うになる･この事う､な大きな ･

振れは死亡率.o平軸 亨50%･に近い場合紬 に菅 `

lLiく,脊均が0､%, 100%.K近づくにやれて少く ト
/ /'

なってY:る･･･これは死亡率の甲卵 ;ガス濃鹿甲奨l
るkつれてS字型の増加

上れば常然のことのように普

娘を招くととから考k'

思われる.この振れの

程度を2g.tP.D･B/と校べて見るLP･P.13･

方が雌よりも迄かに垂しいt･-STiCPardt等の行っ.r-′､ ㌔,＼
たガ不剤の琴カの或琴牢よれば,ガ子の位塀によ･

っでこの種の振れに相違が見出され,ヂクth J

ェチレンCH2C1二C早まC1てで吟との麓の塀弊 著
しく;二硫化果菜C島･では殆ど問題となら中程で,

ぁった･.そしてヂグロニサ ゴチJyンでは生死の鹿II･I.l ._ ･
別が難しく.二硫化茨琴ではそ叛が易しいと言う事

Tfkよってかよう､な相違が生じたと･した･'(Shcp･ノ

drd et:.al,1白36)･おそらくこの推測は含d場 合にp

.:-1言 三三三-;:?:三三 二_'I:I;-,i.-I:'l:-_:._::'-.三_--_3
;D･B･の場合でも舵の方が嘩よ わも腐生するも､ ･. i
のが多く生死の判別はむつかしいr･軍靴 )苛性をち
比校するにあたって,この振れの大小を知るとと
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1.･2国のようになる･一方はN･他はP･D･B･てせ ･

雌班別示 ､示した亘 ≠れも路上S鞄左通 鮎 -I ′

Lなし7CVTる･黙.LS雪型の曲放と言ってもりろい ∴′ 1
ろであうje;N.の項合は死亡率かガ遮艇に野.

L.車 に讐 誓 膏誓壇や如 字を .･'1/l I,P.
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の時が- く′･雌雄の差細 るとN･q)場伽 良 工 .を示してylる.洞じP.I?･B･.o作用した時でl__一一 一八＼_ーヽ =-●̂

.は_77rHな-?の項目と思われる･以上はす.べて
250CのTf験について述べたのであるが同じこ七

､号 は8879の軍駿につい七も髄知るFtせカ柚須h<:,
＼ 以上のように或る一つのガス髄腔に封してもil

I_＼/,･ゥAシの死亡率血相常な班異を示すのであ由王,ヽ
･それぞれのガノi氾庇とその場合の死亡率q)平均値
~との関係を,25oCの賢駿を一例としに表すと第,

一′J
や

ーt

示すのに臥て,:.P･Dt'･B･はむころ寧-品 線' ､

ち,ノウ､ムシ0-雄より､も雄の方が按い上昇の傾向

を･/jtL,ている･･ ' ＼･し
､亘のようにいわゆる没度死亡率地紋細字型曲､.,ノ/ ･､/

験をなすことは昆虫b毒ガスに封する感受性は個∴

体撃異があってトこれが昆虫の形協約の静性質の l

個体奨異Yt見られると同じ正常分布の班異を二示す

馬と考えられる ･挙る恐皮に於ける死亡虫数はそ
れよ､帽 慶の喝 か場ia,如 虫数の合計を表適 工.
'Tあるから,昆虫の芯ガスに封する感受性が老れ :I
ぞわの毎度に封して正'/li分布を示せば･I;ガス濃度 ′
･と死亡虫放叉は死亡率との関係は正常分布曲線の蓬､

､:guJt地組によって衣され声甲は常然のことであLろ .レ

ふ 云芸冨芸.B(ui憲 ,･欝 芸芸霊芸oL芸豊 ..
･滅 ー

裳 豊 至芸芸慧志賀 謡 芸,晶芸;･岩詔 .∴_-､ I

､慧 漂 芸至芸警讐 慧 芯 慧至芸冨芸芝､▲
.･LI-'/-二 .L.I

結果について.,ケRピッi転計算してそれとガス

七 桓 Bl'Wと1935)に評早､1･′ †

p,.Ttba'iI.'Lふitとも､Iヽ
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垂壷と?閲卵 歯奉し下卑るP,i,'9-3幣 再 に年
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こととと考与られる･戯 し こ ゝ に 由 塊 の あ る こ と は

＼ノ､P･P･P･･に野ケて適 甲 方 力 甲 ( 二 ･ F ,･ た 封 して ＼ - ..-一一l

/四 郎 方が強いt.と･で･ 個 串 間 馳 お き 去 る鐸 十 .--ゝ一一′
′､には缶かない∴

→ ′( ′ 一

E ;i
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･､･ 二 ㌦I J
. 17ヅ苛yウAシの雌と椛との生理的性門の相LiS･

十 あ二三を画 奉に示して見たr･こ､こに毒した舶ヽ
′ : は̀羽化後 1日と経たぬ田仲ioo哩yCついての平均

値であるがJ雌が雌よりもか卑DITiい･雌がN･･

･に封して軌 l?は･その体重の茄い鳩い㍗車 れI
l ぬtとb壕忠で,贋効の益を示す指増せあノるそれぞ一

I, れの･M:L･D･を特認で晩して見た･計如 ,結果･II
Lは･25oCP場合も33oC､の場合も雌堆たい.へ4,に

i_:くT鼓峰 数字を示し牢呼 kF,:二㌢･の毒力 Jl

●.

/ 'の雌雄差は田に亨の体重の相違だのみ灯し畢手本1
.も知れない.･これに反して,P･p･B･の場合にはM･y

L.I).をきれぞれの体歪で除して克たが第-00表k
あるよ′うに何等興味ある数字は得られなかった･･

こⅦよう恵勢合に諾い佃株の方が投VT個体より

も碍位体雷に封してかLdか日参W 異星を要す

ると青われ,a申,ー(lilisg,1986)･今はかような傾

ノ L.血触 ったく認められなから亮.痩′
謝り免などの雌解による1相違は,直

≡

.

i

,.

蛋

J ∫I-､
t

r
1

撤 甲 唱 いとされ去J(Shepardeta.I,193b･-
雌と椎との生D.的の相違は近縁の二種類間よLtPも

靴 近いとも想われるから,止 あ関係か雌雄の問 Ir一

芸芸芸言霊三豊芸三芸 ……デ､表慧芸冨警 賢 -＼･
に雌の方が雄よりもやや大きい.N.の場食に唖ノ
のM.L.D.が姓のそれよりも大きい､ことを息うと. - ノ＼
この事がうなずかれる.然しこの関係は前述の件 ト

型の大小,体重の軽重の間超に印し得ることか､も.㍗

＼飾れない丁近線種bぁ

の大きいもあはそれの
･qE

敬首唱罪する横罫温度 l､

いものよりも体型や体

露が大きい場合戸;多いがらで中る･. ∴~
罪刑に封する感受性が雌雄に.よって虫bこと性

＼ Jrよ･,(見られることである̀が,･今の P.I)I._B:を作

用せしめた場合の再 に琴の感受隼か雄の亘れよ.1＼I
bも低い画は知り得なかった二PII)･B･の作用LJ二

転場合に;.放り死亡卒中方が南牧低いゐ壱あろラ' ､＼

か･ 甲* 述べたように雄の葬亡和 LpIP:B･
で彪理取出し直後に埠雌と略々等しtiが,雄の欝∫
生率が雄のそれ咋統べて非常k高いために,I.48時 一

問後の死亡率が,､このような結児を生じをあせぁ

,新陳代/
定を試みl lI

なかづたが,それらは大休のとこ＼ろ体正中斑重に

比例kている与せられ声･･*･の場合鼓ように一丸

rJ･P･bJ大小が匹重と屯重め ･ネ衰如 ,N･の､･

掛も表.I:;轟 ウム蒜 脚 こよる地 壷 毎 -＼ 予空 誓 無 題讐 讐 禦 讐 空 曹望

＼ヽ
ヽ■

′

了 と言うこととな冬･-第20東に表す声うに羽化後若l
い雌と粒との体の水分含量の割合綾大体等しいの

:であるから,体重の雌雄差の主な部分は,.巌 ら

･く-エーテ1'可溶の肥油合畳の多少によると思われ-ヽ /

.1震 tD:BiiTS.慧 琵 楚 芸芸芸篭 宝力芸

酎垂垂 蛮露 竃j雛 撃

55…1.;ll;:;
日定

437-648

443-661

(
*20表 :.畢位体重に靴桓p･D二B･とFLLc,b工･IJ･D･

l. i
ナヅキノウムシ忙封する作用が唾吸に'よって律せ

･られるq)ではないか哀愁佼せしめる･,

同じ屈あゆの近縁の柾期の間では,ガス和に封
ヽ

する昆虫b感受性と哉宵所要坑井温度との聞にか

＼-.霊 諾去芸誓芸笠笠器 芸芸…霊 芝三･'.,Zp
I

__＼ に封する感女性が低く,逆にそれの小さい着払と

I.i. ｣
罪これらの位はUtidA(1941).(1941;a)にLよ､るr

P､ 諜※この値は石倉_(1911)による･.
P

､ ＼

JL/ ヽ 一

I/･iI.

体の脂油量に比例して吸収され,またガス
虚虚妄‥
'

ら取出した後に雌ではPID:
B
･が孝
丑に油脂にJ告､
醸された-ま
･
ま長く繭にとどまる娠し･
､
雄で

∴

昼早く体よ帽敬すると忽快さ
n'る･

脂

油頬に軌
:

lけやすく,
,
また疾呼性の由いよう五罪点を雌雄に

｡
よって肥
重合丑の駅L.く興る昆虫に作用せし▲-
I
,
めた場合K=･･此所に得たよ
うな組嘉が得られ号?､一
､
､
ではあるまいかこ

1./も ;･＼
72<丘虫の鐘類とN:とP･D･B･の護性

･ここに紺 ,tP･･/D巌 品ガス剤としての毒/.･I
＼カ及び泰性の比較をアブ毛i7ウムシとヒメマルヵ B＼

ツオブシムシとについて行ったのであるが,既町/
これ以外の昆虫についても二三の研究が行われて ･

中るからもれ等をも併せて 爾琴琴剤の比較綿 ､

I . ' 27
1チ

/∫
ヽ J



ー＼
i,

′

I
.
.

t

/ll｣ノ
＼＼

●
p･
l､.--

･
1.
＼∴

.

′

′

｢
.
･] J

＼

ノ ′､ ′ 再 I - ∴ /,

ヽ

/
って見よう､･P･I)･B･の琴今のhM･L･I)･を野･

Jの哩 ､そ町で除t,て,守 の商によってN･がP･

＼D朝 の何倍の轟力を持つか挙表わ7.,,こ､とと′し

一･'',竃 豪 i'南 海 読 本 義養 結芸軌 ､
＼-･と,す くむ場谷 野･の方が P.I)･BtJ:摘 ･,jaカが

I

I-大きいのである東,昆虫中学準 .3:_9てその程卦

鵬 予まちである･ ｢ , ｢
ヲクよそト'e F奇の一塩 Triboliumconfusum -

で,EiP･の方が瓦D･B･よ押10114倍も勤 は∫
狙いと言われる (Lehnan1930).丁プラ虫の-

＼溜 悪 諾 ヲ(Tr慧 iSeidVd71欝 にI

Ilマメコガネ P叫 Iiaつapon極 では二様な結果は

〆
ト
ー
ノ

J
q I i

.
＼

＼ I.ヽ ヽ
L＼ l I/ 1

･{J ) ∫ , ｣ノ
､た.＼同一濃瞳でも個々の茸駿把よって柏箇著しふ

.死亡率の振れがあり,この振れは N･の畔上わも

P･D･B:の時の加 琴 戸かつ字･.
3)甲･とP･I).･B･の中央致死粟立及び99%致死弟

丑をアワ璃 †浜帰 って中 るとqlO･111衣の
問わず_FJはP･

■l

,よう､忙なった･燥茶温度の

D･B∴0,8倍からノ5倍 ぐら

芸芸 三言芸 誌 琵 買 芸警 三笠'iEL… ',IJ,

p･Ij･B･の毒力は温度によ?て著しVi相達を示し L･了 ,
左∴TP3｡Cでは20ccの時の約相 の毒力を満 し‥

Boo℃.逐顔 としてそれ挑亡とそれ以下で虫の感受 L'

性は増加した･ ㌧ l I
5)P.''D.B.海揺奏し転時直嘩 生するもあが多~ヽ

､･得られす,幼虫では平∴の競 画 Jrt･轡くが,成′､ こ･毒 森岳如 軸 はガ毎 度の高低で舶 よ 一If

L三言管 N'で如 よゝうなどと鵬 鵬 れなか
l l ノ･■

r･6)P.D.R で虚理された雌虫は生存し七viても皇
こく僅かの卵しか産まない∴･ ･.I･ ､･.

t7)′N.i.P･D･B･に封する感受性は雌雄によって ･､
.臭っている･N,に対し軸 旋の方が雌よ守轡 ･ -I

17-LL･叫 は鹿如 相違転もとク く蕗 に思われる∴)
I,これとは反封に!P･D･B･に封して.hi雌の方が 'E!1

射 ･野生?割釦 咽 より粒で高い:Et'･F'D･

IL.P･如 細 rt富ん夷塵の甲 によL(吸準 れ る 1-.I

/●~

ので挿ないか･と馬われること'かよ:5なことによ ':L･●■

二･岩鷲 票 濡 芸憲 ､三､㌦ ■∫＼ ∫

-Nヰ の琴,jJk卜占べた示,.N･あ方カ㌍雌牛ぐら ､

I/-芸慧完霊芝言霊 憲 芸孟認 諾 芸孟喜

- ′

､.毒作用には特異性が認められIる･Ty ,

警冨慧芸望.;莞慧慧 ;:三TsrJ志芸孟bT ･j :.I:'('T ,'.''L:云寺 -; 詰 ' B

.'･1-.定 嘉 遺 志tf,･J,学 芸菜'ghSi…:e:f!C:C;itin.C:5':thfO,ad6n5芸 S_occ60C7;siud7C':･: -II

7ヅキヅウムシ細 ってそれぞ岬 濃度と死亡率 1ノBlis両 ･Ⅰ･(19215),I･'fhe～calculatiopoftho∴ /一日 _臼._i〈ーLこ .山一L ,___._ 山 ノ ●./dosAgCmOrtalitycurvc･An n･.Appl･I I

l■I r′BJpl.,22:1134｣i67･
･し＼ ′.'ん"ヽ TTlt"'n:_̂Ln̂+
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tS
.;
I

(1936)The′Bize.∫?ctor,inthe.actioni′

三≡ 三 二 三 三 幸 ≡

.亡i

･､.に/3:つて薬剤の作畢 滞 るのに基 くので卒ろう･
lla細に撞崩による薬効わ相違を呼吸畳や新陳代鞘I /

.盈IB:羊の大小の串に厨することは出来ない･苛性/

. 竺警 ?慧警芸孟詣 讐 慧芸芸三三琵 完慧 '∫. ･

三:-,I.i=一三 :-:i.:i_:=-:三 三三_l':_三三三三三 三;-_il
L

に他の薬剤に封tt{,も抵放陸がある劉ま言えなり
A.I_(Sh唇 r･l;･1939)･.藩 呆す壷 作用の特琴性t･
へ､･も言 うづ紺 野はN･とIp･D･Bl･Jto効東女.vTろ

いろ中昆虫につVtて比較した痘晃からtも充分特認I
I められる･･かような現象や喋 りて何浸畠幸やてい.-1

るふ.t昏うことは興味ある′ことに琴Y,良五いが,一
七 こには何等言う長き刺 痛 砂 ､ IJr}れども雌嘩

と?関係を48時間嘩謁を行?て1'らべた ∴ I/▲
2)N.でらp..D.B.で.もガよ浪変の均すにクれて

死亡率は:S字型の曲組をかいて均す･,この曲線の

傾きPi.lNI.･よ ｡ も,P:D･旦:の軍令の方が不きカモつ l- ,ノ
､ノ∫10 J #■
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